
)介
新
島
襄
全
集
編
集
委
員
会
編
・
同
朋
舎
刊

"

新
・
・
,
長
<
乞
黒

第
1
巻
教
育
編

解
題
・
河
野
仁
昭

わ
が
国
の
近
代
腎
の
濫
觴
の
時
代
に
、
先
覚
者
の
一
人
で
あ
っ
た
新
島

襄
が
抱
き
つ
づ
け
た
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
も
と
づ
く
教
育
の
理
想
と
、
そ
の

理
想
の
実
現
を
め
ざ
し
て
苦
闘
し
た
跡
を
雄
弁
に
物
語
る
教
育
関
係
草
稿

諸
器
な
ど
八
0
余
篇
が
、
こ
の
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
九
、
彼
の
演

説
・
論
説
草
稿
や
「
理
事
功
程
草
稿
」
も
、
こ
の
巻
に
収
録
さ
れ
て
お
り
、

新
島
の
教
育
と
学
術
に
関
す
る
全
容
を
と
ら
え
う
る
。
(
発
売
中
六
0
0

0
円
)

■
第
2
巻
宗
教
編

解
題
・
高
橋
虔

教
育
者
新
島
襄
は
、
敬
虔
な
キ
リ
ス
ト
者
と
し
て
、
近
代
化
の
緒
に
つ
い

た
ぱ
か
り
の
わ
が
国
で
、
ほ
ぼ
全
国
を
伝
道
行
脚
し
、
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教 全

N
巻

界
の
指
導
的
役
割
を
担
っ
た
巨
星
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
新
島
の
説
教
と
宗
教

演
説
の
草
稿
を
中
心
に
、
一
致
・
組
合
両
教
会
の
合
併
問
題
に
関
す
る
意
見

草
稿
、
み
ず
か
ら
創
設
し
た
京
都
第
二
公
会
の
「
録
事
」
、
聖
書
を
学
ん
だ

跡
を
し
め
す
史
料
等
、
約
一
四
0
篇
が
こ
の
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
て
、
キ
リ

ス
ト
者
新
島
襄
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す
る
。
(
発
売
中
七
0
0
0
円
)

■
第
3
巻
書
簡
編
1

解
題
・
杉
井
六
郎

新
島
襄
は
書
簡
の
人
だ
と
い
わ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
彼
に
ま
と
ま
っ
た

著
述
が
な
く
、
か
つ
て
書
製
外
の
史
料
が
、
あ
ま
り
公
に
さ
れ
な
か
っ
九

こ
と
に
も
よ
る
で
あ
ろ
う
が
、
書
飾
に
お
い
て
彼
は
、
そ
の
思
想
や
信
条
ひ

い
て
は
人
間
性
を
、
も
っ
と
も
自
在
に
表
現
し
え
九
、
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
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あ
っ
九
。
遺
し
た
量
も
ま
た
豊
富
で
あ
る
。

彼
の
和
文
脊
簡
は
、
従
来
約
六
八
0
通
が
公
刊
さ
れ
た
が
、
こ
の
全
集
で

新
は
た
に
約
二
0
0
通
を
加
え
て
、
二
分
冊
と
し
た
。

こ
の
巻
に
は
、
一
柔
五
年
に
十
歳
の
新
島
七
五
三
太
が
、
安
中
藩
家
老
尾

崎
直
紀
に
差
出
し
た
書
状
に
は
じ
ま
り
、
明
治
二
十
年
に
至
る
約
四
0
0
通

を
収
録
す
る
。

■
第
4
巻
書
簡
編
Ⅱ

明
治
二
十
一
年
か
ら
、
四
十
七
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
二
十
三
年
一
月
ま
で

の
約
五
0
0
通
(
年
代
不
詳
を
含
む
)
を
収
録
す
る
。

同
志
社
大
学
設
立
の
た
め
の
募
金
運
動
に
関
す
る
禽
が
多
い
が
、
教
育

や
伝
道
に
関
す
る
爲
も
少
な
く
な
い
。
そ
し
て
こ
の
時
期
、
悲
願
を
訴
え

る
新
島
の
声
は
い
っ
そ
う
熱
を
ぎ
、
真
情
の
吐
欝
は
い
っ
そ
う
端
的
に
な

り
、
た
と
え
ぱ
「
良
心
ノ
全
身
二
充
満
シ
タ
ル
丈
夫
ノ
起
リ
来
ラ
ン
事
ヲ
望

テ
止
マ
サ
ル
ナ
リ
」
と
い
っ
た
不
朽
の
象
徴
的
な
名
句
が
記
さ
れ
た
の
で
あ

つ
ナ

■
第
5
巻
日
記
・
紀
行
編

な
「
函
館
脱
出
之
記
」
「
航
海
日
記
」
な
ど
の
他
、
伝
道
や
募
金
運
動
の
た

め
に
全
国
を
行
脚
し
た
彼
の
旅
行
日
記
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
人
間
新
島
襄
を

知
る
う
え
で
も
、
こ
れ
ら
は
釜
な
史
料
で
あ
る
。

こ
の
巻
に
は
ま
た
、
新
島
が
日
記
・
書
簡
そ
の
他
に
書
き
と
め
た
漢
詩
、

和
歌
、
俳
句
な
ど
も
収
録
す
る
。
(
近
刊
)

解
題
・
杉
井
六
郎

新
島
襄
の
処
女
航
海
の
手
記
「
玉
島
・
兵
籍
行
」
に
は
じ
ま
り
、
最
晩

年
の
「
漫
遊
器
」
ま
で
、
彼
の
十
六
冊
の
日
記
血
価
類
の
す
ぺ
て
を
、

こ
の
巻
に
収
め
る
。
従
っ
て
こ
の
巻
に
は
、
ス
リ
リ
ン
グ
で
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

〕
ー
イ
ー
イ
{
ー
ー
S
1
ー

■
第
6
巻
一
央
文
圭
白
簡
編
解
題
・
オ
ー
テ
ス
・
ケ
ー
リ

新
島
襄
が
実
の
父
母
の
ど
と
く
慕
い
、
ま
た
、
そ
の
恩
愛
を
生
涯
忘
れ
る

こ
と
の
な
か
っ
た
ア
ル
フ
ィ
ー
ア
ス
・
ハ
ー
デ
ィ
】
夫
妥
に
醤
き
送
っ
た
雪

三
0
余
通
な
ど
、
合
計
三
二
0
余
通
の
英
文
書
細
を
収
録
す
る
。

イ

こ
れ
ら
の
書
簡
地
よ
っ
て
、
伺
志
社
お
よ
び
フ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス

ト
教
界
の
現
況
、
彼
の
信
仰
と
渠
、
願
望
や
苦
悩
な
ど
と
と
も
に
、
義
理

固
い
人
柄
の
一
面
を
も
知
り
う
る
。
ま
た
、
明
治
初
期
の
日
本
人
が
綴
っ
た

英
文
史
料
と
し
て
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
(
近
刊
)

解
題
・
島
尾
永
康

■
第
7
巻
一
央
文
日
記
・
紀
行
編
解
題
・
オ
ー
テ
ス
・
ケ
ー
リ

新
島
襄
が
迪
米
使
節
団
の
一
員
田
中
不
二
麿
編
わ
れ
、
彼
と
と
も
に
欧

米
の
教
育
事
情
を
視
察
し
た
明
治
五
(
一
八
七
二
)
年
以
降
、
帰
国
す
る
明

治
七
(
一
八
七
四
)
年
ま
で
の
間
に
記
さ
れ
た
三
冊
の
日
記
・
紀
行
を
は
じ

め
と
し
て
、
二
産
目
の
外
遊
中
(
明
治
十
七
t
十
八
年
)
の
六
冊
の
日
記

紀
行
ノ
ー
ト
な
ど
、
十
数
点
の
英
文
史
料
を
こ
の
巻
に
収
録
す
る
。
恩
人
ハ

(紹介)
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ー
デ
ィ
ー
の
す
す
め
で
書
い
た
.
'
罫
 
k
0
言
如
ゆ
門
 
U
避
m
、
、
や
、
ア
メ
リ
カ

ン
.
ボ
ー
ド
に
提
示
し
た
,
,
m
n
ず
売
ヨ
命
 
0
{
=
]
ゆ
 
m
て
売
ゆ
住
イ
刷
ぐ
少
出
如
凡
=
旦
一
0
=

0
こ
§
气
な
ど
も
こ
の
巻
に
収
め
る
。
ま
九
、
多
数
の
自
筆
ス
ケ
ッ
チ
を

添
え
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
'
,
冒
 
k
0
言
娠
含
辻
ご
m
、
、
を
除
い
て
、
か

つ
て
公
刊
さ
れ
九
こ
と
が
な
か
っ
九
。

厘
第
8
巻
補
遺
・
雑
纂
編

補
遺
、
断
簡
、
学
習
ノ
ー
ト
、
募
金
関
係
史
料
、
伝
道
関
係
史
料
、
葬
儀

関
係
史
料
、
民
治
・
八
重
ら
新
島
家
史
料
、
新
島
先
生
遺
品
邱
収
臂
録
、

新
島
旧
邸
蔵
書
長
、
文
献
目
録
、
新
識
鴛
、
そ
の
他
を
収
録
す
る
。

新
島
の
全
体
像
を
知
る
上
に
お
い
て
不
可
欠
の
史
料
だ
と
い
い
う
る
。

■
第
9
巻
来
簡
編

政
界
・
財
界
・
キ
リ
ス
ト
教
外
・
教
育
界
を
は
じ
め
、
同
喜
関
係
者
、

教
え
子
な
ど
か
ら
新
島
襄
に
送
ら
れ
九
書
鯉
L
厳
選
し
て
収
録
す
る
。
新
島

が
か
か
わ
り
を
も
っ
九
人
物
と
、
そ
の
傑
の
内
実
を
知
り
う
る
の
み
で
な

く
、
新
島
書
側
と
相
亙
補
完
の
関
係
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

解
題
・
河
野
仁
昭

■
第
W
巻
『
新
島
襄
の
生
涯
と
手
紙
』
(
訳
)

A
 
・
 
S
 
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
編
著
解
題
・
北
垣
宗
治

編
著
者
ン
.
 
m
.
工
讐
巳
は
、
新
島
襄
の
恩
人
ア
ル
フ
ィ
ー
ア
ス

ハ

デ
ィ
ー
夫
妻
の
三
男
で
、
大
学
教
授
で
あ
り
、
作
家
で
あ
り
、
外
交
官
で
も

あ
っ
九
人
で
、
新
島
と
は
兄
弟
の
ご
と
く
一
父
わ
っ
九
。

彼
は
、
新
島
が
両
親
に
寄
せ
た
手
紙
や
、
父
の
求
め
に
従
っ
て
書
い
た

「
脱
国
の
理
由
」
、
「
青
春
時
代
」
(
芽
 
k
0
仁
晶
含
ぜ
§
)
な
ど
の
編
纂
を

思
い
立
ち
、
わ
ざ
わ
ざ
調
査
の
た
め
に
来
日
す
る
ほ
ど
の
綿
密
周
到
な
調
査

を
こ
れ
に
加
え
て
、
新
島
永
嘱
の
翌
年
、
明
治
二
十
四
(
一
八
九
一
)
年
に

尽
§
糺
ト
ミ
§
々
＼
、
0
§
一
武
令
§
之
§
~
.
ミ
と
題
し
て
、
ボ
ス

ト
ン
か
ら
上
梓
し
た
。
新
島
そ
の
人
に
、
直
接
そ
の
生
涯
を
語
ら
し
め
よ
う

と
し
た
こ
の
書
は
、
早
く
か
ら
新
島
を
知
る
上
で
不
可
欠
の
文
献
と
さ
れ
て

き
九
。
訳
者
は
北
垣
宗
治
教
授
で
あ
る
。

解
題
・
杉
井
六
郎

(紹介)
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